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要旨
本アプリケーションノートでは、R32C/100シリーズのシリアルバスインタフェース (SBI)のクロック同期

式シリアル通信モードを使用して送受信を行うプログラムについて説明します。

対象デバイス
R32C/120グループ

R32C/121グループ

R32C/145グループ

R32C/151グループ

R32C/152グループ

R32C/153グループ

R32C/156グループ

R32C/157グループ

R32C/160グループ

R32C/161グループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。
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1. 仕様
本アプリケーションノートでは、2つのマイクロコンピュータ (R32C/121グループ )を用いて、クロック同

期式シリアル通信モードで送受信する方法を説明します。

マスタデバイスはINT0割り込み要求を受け付けるとマスタ送信を開始します。マスタデバイスから8ビッ

ト (1フレーム )データを 3回送信し、スレーブデバイスで受信します。次にスレーブデバイスから 8ビット

(1フレーム )データを3回送信し、マスタデバイスで受信します。

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1に接続図を示します。

図 1.1 接続図

表 1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

シリアルバスインタフェース(SBI0) データの送受信

SSCK0
(P1_1)

SSI0
(P1_2)

SSO0
(P1_0)

SSCK0
(P1_1)

SSI0
(P1_2)

SSO0
(P1_0)

マスタデバイス スレーブデバイス

(注1)

注1. 、 。使用するシステムに応じて プルアップしてください 

INT0
(P8_2)
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図 1.2 サンプルコード概要

マスタデバイス

データ受信許可

スレーブデバイス

データ送信許可

3フレーム送信 3フレーム受信

データ受信禁止データ送信禁止

データ受信許可

データ送信許可

3フレーム送信3フレーム受信

データ受信禁止 データ送信禁止

データ受信許可

INT0割り込み発生

スレーブデバイスの
送信準備完了待ち(注1)

注1. 、 。本アプリケーションノートでは ソフトウェアウェイトを挿入しています 
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2. 動作確認条件
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。

3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくだ

さい。

• R32C/100シリーズ　メインクロック逓倍モード設定手順 (RJJ05B1259)

4. マスタデバイスのハードウェア説明

4.1 使用端子一覧

表 4.1に使用端子と機能を示します。

表 2.1 動作確認条件

項目 内容

使用マイコン R5F64219JFB(R32C/121グループ )

動作周波数 •メインクロック：8MHz

• PLLクロック：128MHz

•ベースクロック：64MHz

• CPUクロック：64MHz

•周辺バスクロック：32MHz

•周辺機能クロック：32MHz

動作電圧 5V

統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製
　High-performance Embedded Workshop Version 4.08

Cコンパイラ ルネサスエレクトロニクス製
　R32C/100 Series C Compiler V.1.02 Release 01

コンパイルオプション
　-D__STACKSIZE__=0X300 -D__ISTACKSIZE__=0X300
　-DVECTOR_ADR=0x0FFFFFBDC -c -finfo -dir “$(CONFIGDIR)”

動作モード シングルチップモード

サンプルコードのバージョン Version 1.00

表 4.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

P1_0/SSO0 出力 シリアルデータ出力

P1_1/SSCK0 出力 クロック出力

P1_2/SSI0 入力 シリアルデータ入力

P8_2/INT0 入力 INT0割り込み入力
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5. マスタデバイスのソフトウェア説明
マスタデバイスは INT0割り込み要求を受け付けるとマスタ送信を開始します。マスタデバイスから 1フ

レームデータを3回送信します。次にスレーブデバイスから送信される1フレームデータを3回受信します。

設定条件を以下に示します。

<シリアルバスインタフェース0設定>

•送受信クロック ：1MHz (周辺バスクロック (fBCLK)の32分周 )

•クロック極性 ：クロック停止時“H”

•データ転送方向 ：MSBファーストで送受信

<割り込み設定>

•シリアルバスインタフェース0割り込み

割り込み優先レベル ：2

割り込み要因 ：送信データレジスタエンプティ、送信完了

• INT0割り込み

割り込み優先レベル ：1

割り込み要因 ：立ち下がりエッジ

5.1 動作概要

5.1.1 マスタ送信

(1) シリアルバスインタフェース (SBI0)の初期設定を行います。

(2) INT0端子に立ち下がりエッジが入力されると、INT0割り込みが発生します。

(3) INT0割り込み処理内で、SS0ERレジスタのTEビットに“1”(送信許可 )、TIEビットに“1”(送
信データレジスタエンプティ割り込み許可 )を設定します。このとき、SS0SRレジスタの

TDREビットは“1”(SS0TDRレジスタにデータなし )になり、送信データレジスタエンプティ

割り込みが発生します。
(4) 送信データレジスタエンプティ割り込み処理内で、SS0TDRレジスタに1フレーム目のデー

タを書き込みます。このとき、TDREビットが“0”(SS0TDRレジスタにデータあり )になり、

送受信クロックが出力されます。
(5) 1フレーム目のデータが送受信シフトレジスタに転送されると、TDREビットが“1”になり、

送信データレジスタエンプティ割り込みが発生します。
(6) 送信データレジスタエンプティ割り込み処理内で、SS0TDRレジスタに2フレーム目のデー

タを書き込みます。
(7) 2フレーム目のデータが送受信シフトレジスタに転送されると、TDREビットが“1”になり、

送信データレジスタエンプティ割り込みが発生します。
(8) 送信データエンプティ割り込み処理内で、SS0ERレジスタのTIEビットに“0”(送信データレ

ジスタエンプティ割り込みを禁止 )、TEIEビットに“1”(送信完了割り込み許可 )を設定し、

SS0TDRレジスタに最終フレームのデータを書き込みます。

(9) 最終フレームのデータが送受信シフトレジスタに転送されると、TDREビットが“1”になりま

すが、IRビットは“1”になりません。

(10)最終ビットが送出されると、TDREビットが“1”の場合、SS0SRレジスタのTENDビットが

“1”(送信完了 )になり、送信完了割り込みが発生します。

(11) 送信完了割り込み処理内で、TENDビットに“0”(送信継続 )、TEビットに“0”(送信禁止 )、
TEIEビットに“0”(送信完了割り込み禁止 )を設定します。また、受信準備を行います。

図 5.1にマスタ送信タイミング図を示します。
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図 5.1 マスタ送信タイミング図

TDREビットに“0 、”を書くと 余分に
1 。フレーム送信する場合があります 

INT0端子

SSCK0端子
(注1)

(1) (6)

“H”

“L”

“H”

“L”

SSO0端子
(注1)

“H”

“L”

。この図は次の設定条件の場合です 
　・SS0MR2レジスタのSSUMSビット“0”(クロック同期式シリアル通信モード)
　・SS0MR2レジスタのBIDEビット“0”(標準モード)
　・SS0CRHレジスタのMSSビット“1”(マスタデバイスとして動作)
　・SS0MRレジスタのCPHSビット“0”( 、奇数エッジでデータ変化 偶数エッジでデータ取り込み)
　・SS0MRレジスタのCPOSビット“0”(クロック停止時“H”)
　・SS0MRレジスタのMLSビット“0”(MSBファーストで送受信)
　・SS0MR2レジスタのCSS1～CSS0ビット“00b”(チップセレクトを使用しない)

(5)(2)

注1. 。プルアップしている場合の出力例です 

SS0ERレジスタの
TEビット

SS0SRレジスタの
TENDビット

b7 b6 b0 b7 b6 b1 b0

“1”

“0”

“1”

“0”

(3) (4)

SS0SRレジスタの
TDREビット

“1”

“0”

b7b1 b6

3フレーム目2フレーム目

SS0ICレジスタの
IRビット

“1”

“0”

3フレーム目のデータ書きこみ

SS0ERレジスタの
TEIEビット

“1”

“0”

SS0ERレジスタの
TIEビット

“1”

“0”

(7) (8)

b0

(9)

(8)でTIEビットを“0”(送信データレジスタエンプティ割り込み
禁止) 、 。に設定しているので 割り込みは発生しません 

b1

(10) (11)

1フレーム目

2フレーム目の
データ書きこみ

1フレーム目のデータ書きこみ

、割り込み要求の受け付け またはプログラムで“0 。”にします 、割り込み要求の受け付け またはプログラムで“0 。”にします 
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5.1.2 マスタ受信

(1) SS0ERレジスタのREビットに“1”(受信許可 )、RIEビットに“1”(受信データレジスタフル /
オーバランエラー割り込み許可 )を設定します。(マスタ送信の(11)と同じタイミングです。)

(2) SS0RDRレジスタをダミーリードすると、送受信クロックが出力されます。

(3) 1フレームのデータを受信すると、SS0SRレジスタのRDRFビットが“1”(受信データあり )に
なり、SS0RDRレジスタに受信データが格納されます。このとき、受信データレジスタフル

割り込みが発生します。
(4) 受信データレジスタフル割り込み処理内で、SS0RDRレジスタから受信データを読み出しま

す。このとき、RDRFビットが“0”(受信データなし )になります。

(5) 受信データレジスタフル割り込み処理内で、最終フレームを受信するため、SS0CRHレジス

タのRSSTPビットに“1”(現在のフレーム受信後、受信動作を終了)を設定します。SS0RDRレ

ジスタから受信データを読み出します。
(6) 受信データレジスタフル割り込み処理内で、最終フレームのデータを読み出す前に、RSSTP

ビットに“0”(現在のフレームを受信後、続けて次のフレームを受信 )、REビットに“0”(受信

禁止 )、RIEビットに“0”(受信データレジスタフル /オーバランエラー割り込み禁止 )を設定し

ます。
(7) SS0RDRレジスタから受信データを読み出します。

図 5.2にマスタ受信タイミング図を示します。

図 5.2 マスタ受信タイミング図

SSCK0端子
(注1)

SSI0端子
(注1)

(1)

“H”

“L”

“H”

“L”

。この図は次の設定条件の場合です 
　・SS0MR2レジスタのSSUMSビット“0”(クロック同期式シリアル通信モード)
　・SS0MR2レジスタのBIDEビット“0”(標準モード)
　・SS0CRHレジスタのMSSビット“1”(マスタデバイスとして動作)
　・SS0MRレジスタのCPHSビット“0”( 、奇数エッジでデータ変化 偶数エッジでデータ取り込み)
　・SS0MRレジスタのCPOSビット“0”(クロック停止時“H”)
　・SS0MRレジスタのMLSビット“0”(MSBファーストで送受信)
　・SS0MR2レジスタのCSS1～CSS0ビット“00b”(チップセレクトを使用しない)

注1. 。プルアップしている場合の出力例です 

SS0ERレジスタの
REビット

b7 b6 b1 b0 b7 b6 b0

“1”

“0”

(2) (3)

SS0CRHレジスタの
RSSTPビット

“1”

“0”

(4)

3フレーム目

b1

SS0SRレジスタの
RDRFビット

“1”

“0”

SS0ICレジスタの
IRビット

“1”

“0”

b0 b7 b6 b1

2フレーム目1フレーム目

(3) (5)

1フレーム目のデータ読み出し 2フレーム目のデータ読み出し

(3)

SS0ERレジスタの
RIEビット

“1”

“0”

(6) (7)

3フレーム目のデータ読み出し

、割り込み要求の受け付け またはプログラムで“0 。”にします 
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5.2 定数一覧

表 5.1にサンプルコードで使用する定数を示します。

5.3 変数一覧

表 5.2にサンプルコードで使用するグローバル変数を示します。

5.4 関数一覧

表 5.3に関数を示します。

表 5.1 サンプルコードで使用する定数

定数名 設定値 内容

SND 00h 送信

RCV 01h 受信

D_SBI_DATA_MAX 3 送信データサイズ

D_SBI_DATA_LAST_F D_SBI_DATA_MAX-1 最終フレームデータの判定用

D_SBI_DATA_SECOND_LAST_F D_SBI_DATA_MAX-2 最終フレームデータ -1の判定用

ORER 0000 0100b オーバランエラーフラグのマスク値

表 5.2 グローバル変数

型 変数名 内容 使用関数

unsigned char snd_cnt 送信カウンタ _int0, _serial_bus_0

unsigned char f_snd_rcv 送受信フラグ _int0, _serial_bus_0

unsigned char snd_data[] 送信データ格納用バッファ _serial_bus_0

unsigned char rcv_data[] 受信データ格納用バッファ _serial_bus_0

unsigned char rcv_cnt 受信カウンタ _serial_bus_0

表 5.3 関数

関数名 概要

peripheral_init 周辺機能初期設定処理

_serial_bus_0 シリアルバスインタフェース0割り込み処理

_int0 INT0割り込み処理
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5.5 関数仕様

サンプルコードの関数仕様を示します。

peripheral_init

概　要 周辺機能初期設定処理

ヘッダ なし

宣　言 void peripheral_init(void)

説　明 シリアルバスインタフェースをマスタデバイスとして使用するための設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

_serial_bus_0

概　要 シリアルバスインタフェース0割り込み処理

ヘッダ なし

宣　言 void _serial_bus_0(void)

説　明 送受信フラグを確認し、割り込み要因の判定をします。判定した割り込み要因に対し
て、以下の処理を行います。
<送信時>

•送信レジスタエンプティ割り込み

送信するデータをSS0TDRレジスタに書き込みます。最後のデータを設定する場合

は、送信レジスタエンプティ割り込み禁止、送信完了割り込み許可を設定します。

•送信完了割り込み

送信完了割り込み禁止、送信禁止を設定します。

また、受信準備を行います。

<受信時>

•オーバランエラー割り込み

受信禁止状態にします。

•受信データレジスタフル割り込み

SS0RDRレジスタに格納された受信データを読み出します。

最終フレームの1つ前のデータを受信した場合は、SS0CRHレジスタのRSSTP

ビットを“1”(現在のフレーム受信後、受信動作を終了 (受信クロック停止 ))に設定し

た後、受信データを読み出します。

最終フレームのデータを受信した場合は、SS0ERレジスタのREビットを “0”(受信

禁止 )、RSSTPビットを “0”(現在のフレームを受信後、続けて次のフレームを受信 (

受信クロック出力 ))に設定した後、受信データを読み出します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考
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5.6 フローチャート

5.6.1 メイン処理

図 5.3にメイン処理のフローチャートを示します。

図 5.3 メイン処理

_int0

概　要 INT0割り込み処理

ヘッダ なし

宣　言 void _int0(void)

説　明 送信許可の設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

main

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ ← 0

マスカブル割り込み許可 Iフラグ ← 1

PLLクロック設定
SetPLLClock()

周辺機能初期設定
peripheral_init()
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5.6.2 周辺機能初期設定処理

図 5.4に周辺機能初期設定処理のフローチャートを示します。

図 5.4 周辺機能初期設定処理

peripheral_init

、受信禁止 送信禁止 SS0ERレジスタ ← 00h
  REビット = 0
  TEビット = 0

クロック同期式シリアル通信
モードを設定

SS0MR2レジスタ
  SSUMSビット ← 0

SS0モードレジスタを設定 SS0MRレジスタ ← 10h
CPOSビット = 0 : クロック停止時“H”
MLSビット = 0 : MSBファーストで送受信

SS0モードレジスタ2を設定
SS0MR2レジスタ ← 40h

SOOSビット = 0 : プッシュプル出力
SCKOSビット = 0 : プッシュプル出力
SCKSビット = 1 : SSCK0端子を送受信クロック

入出力端子として機能

SS0制御レジスタHを設定
SS0CRHレジスタ ←23h

CKS2-CKS0ビット = 011b : 送受信クロックレートをf(BCLK)/32
MSSビット= 1 : マスタデバイスとして動作
RSSTPビット = 0 : 、現在のフレームを受信後 続けて次の

フレームを受信(受信クロック出力)

オーバランエラー発生

Yes

No

SS0SRレジスタをダミーリード

i = 0~2

エラーフラグをクリア SS0SRレジスタ ← E0h
CEビット = 0 : コンフリクトエラーなし
ORERビット = 0 : オーバランエラーなし

シリアルバスインタフェース0
割り込み優先レベル2を設定

SS0ICレジスタ ← 02h
ILVL2-ILVL0ビット = 010b : レベル2

INT0割り込み優先レベル1を設定
INT0ICレジスタ ← 01h

ILVL2-ILVL0ビット = 001b : レベル1

return

シリアルバスインタフェースで
使用する入出力端子を設定

IFS5レジスタ
  IFS50ビット ← 0 : SBI0入力をポートP1に割り当てる
P1_iSレジスタ ← 02h
  PSEL2-PSEL0ビット = 010b: SBI0出力
PD1レジスタ ← 03h
  PD1_0ビット = 1 : SSO0出力
  PD1_1ビット = 1 : SSCK0出力
  PD1_2ビット = 0 : SSIO入力

SS0RDRレジスタをダミーリード
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5.6.3 シリアルバスインタフェース0割り込み処理

図 5.5、図 5.6にシリアルバスインタフェース0割り込み処理のフローチャートを示します。

図 5.5 シリアルバスインタフェース0割り込み処理(1/2)

_serial_bus_0

送信中

Yes

No

A

送信データあり

Yes

No

最終フレームのデータを
書き込み

Yes

No

送信データレジスタエンプティ
割り込み禁止

SS0ERレジスタ
TIEビット ← 0

送信完了割り込み許可
SS0ERレジスタ

TEIEビット ← 1

送信データ設定

送信カウンタ更新

送信完了

Yes

No

NOP命令4つ挿入(注1)

送信完了フラグをクリア
SS0SRレジスタ ← A5h

TENDビット = 0

送信禁止
SS0ERレジスタ

TEビット ← 0

送信完了割り込み禁止
SS0ERレジスタ

TEIEビット ← 0

スレーブの送信準備完了待ち

受信カウンタに“0”を設定

送受信フラグにRCV(受信)を設定

受信割り込み許可
SS0ERレジスタ

RIEビット ← 1

受信許可
SS0ERレジスタ

REビット ← 1

SS0RDRレジスタをダミーリード

return

B

NOP命令4つ挿入(注1)

NOP命令4つ挿入(注1)

NOP命令4つ挿入(注1)

注1. クロック同期式シリアル通信モード関連レジスタの同一レジスタに
、対して連続してアクセスする場合 書いてから「3 」命令以上経過してから 

。読んでください 
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図 5.6 シリアルバスインタフェース0割り込み処理(2/2)

A

受信データが
最後-1番目のデータ

Yes

No

、現在のフレームを受信後 
受信動作を終了

(受信クロック停止)

SS0CRHレジスタ
RSSTPビット ← 1

受信データが
最後のデータ

Yes

No

、現在のフレームを受信後 
続けて次のフレームを受信

(受信クロック出力)

SS0CRHレジスタ
RSSTPビット ← 0

受信禁止
SS0ERレジスタ

REビット ← 0

受信割り込み禁止
SS0ERレジスタ

RIEビット ← 0

INT0割り込み優先レベル1を設定
INT0ICレジスタ← 01h

ILVL2-ILVL0ビット = 001b

受信データ読み出し

受信カウンタ更新

オーバランエラー発生

Yes

No

受信禁止
SS0ERレジスタ

REビット ← 0

送信禁止
SS0ERレジスタ

TEビット ← 0

SS0SRレジスタをダミーリード

NOP命令4つ挿入(注1)

エラーフラグに“0”を設定 SS0SRレジスタ ← 00h

SS0RDRレジスタをダミーリード

(注2)

B

注2. 。 。本アプリケーションノートではエラー処理は行っておりません 必要に応じて処理を追加してください 

NOP命令4つ挿入(注1)

NOP命令4つ挿入(注1)

注1. 、クロック同期式シリアル通信モード関連レジスタの同一レジスタに対して連続してアクセスする場合 書いてから
「3 」 。命令以上経過してから 読んでください 
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5.6.4 INT0割り込み処理

図 5.7に INT0割り込み処理のフローチャートを示します。

図 5.7 INT0割り込み処理

_int0

return

INT0割り込み禁止
INT0ICレジスタ ← 00h

ILVL2-ILVL0ビット = 000b

送信カウンタ初期化

送受信フラグにSND(送信)を設定

送信データレジスタエンプティ
割り込み許可

SS0ERレジスタ
TIEビット ← 1

送信許可
SS0ERレジスタ

TEビット ← 1

NOP命令4つ挿入(注1)

注1. 、クロック同期式シリアル通信モード関連レジスタの同一レジスタに対して連続してアクセスする場合 書いてから
「3 」 。命令以上経過してから 読んでください 
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6. スレーブデバイスのハードウェア説明

6.1 使用端子一覧

表 6.1に使用端子と機能を示します。

7. スレーブデバイスのソフトウェア説明
スレーブデバイスは、マスタデバイスから送られてくる8ビット (1フレーム )データを3回受信します。次

に8ビット (1フレーム )データを3回送信します。

設定条件を以下に示します。

<設定条件>

•使用チャネル ：チャネル0

•クロック極性 ：クロック停止時“H”

•データ転送方向 ：MSBファーストで送受信

•割り込み ：シリアルバスインタフェース0割り込み (割り込み優先レベル：2)

表 6.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

P1_0/SSO0 出力 シリアルデータ出力

P1_1/SSCK0 入力 クロック入力

P1_2/SSI0 入力 シリアルデータ入力
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7.1 動作概要

7.1.1 スレーブ受信

(1) シリアルバスインタフェースの初期設定を行います。SS0ERレジスタのREビットに“1”(受信

許可 )、RIEビットに“1”(受信データレジスタフル /オーバランエラー割り込み許可 )を設定し

ます。また、SS0RDRレジスタをダミーリードします。

(2) SSCK0端子にクロックが入力されると、データを受信します。

(3) 1フレームデータを受信すると、SS0SRレジスタのRDRFビットが“1”(受信データあり )にな

り、SS0RDRレジスタに受信データが格納されます。このとき、受信データレジスタフル割

り込みが発生します。
(4) 受信データレジスタフル割り込み処理内で、SS0RDRレジスタから受信データを読み出しま

す。このとき、RDRFビットが“0”(受信データなし )になります。

(5) 最終フレームを受信したとき、RIEビットに“0”(受信データレジスタフル /オーバランエラー

割り込み禁止 )、REビットに“0”(受信禁止 )を設定します。また、送信準備を行います。

図 7.1にスレーブ受信タイミング図を示します。

図 7.1 スレーブ受信タイミング図

SSCK0端子
(注1)

SSI0端子
(注1)

(1)

“H”

“L”

“H”

“L”

。この図は次の設定条件の場合です 
　・SS0MR2レジスタのSSUMSビット“0”(クロック同期式シリアル通信モード)
　・SS0MR2レジスタのBIDEビット“0”(標準モード)
　・SS0CRHレジスタのMSSビット“0”(スレーブデバイスとして動作)
　・SS0MRレジスタのCPHSビット“0”( 、奇数エッジでデータ変化 偶数エッジでデータ取り込み)
　・SS0MRレジスタのCPOSビット“0”(クロック停止時“H”)
　・SS0MRレジスタのMLSビット“0”(MSBファーストで送受信)
　・SS0MR2レジスタのCSS1～CSS0ビット“00b”(チップセレクトを使用しない)

注1. 。プルアップしている場合の出力例です 

SS0ERレジスタの
REビット

b7 b6 b1 b0 b7 b6 b0

“1”

“0”

(2) (3) (4)

3フレーム目

b1

SS0SRレジスタの
RDRFビット

“1”

“0”

SS0ICレジスタの
IRビット

“1”

“0”

b0 b7 b6 b1

2フレーム目1フレーム目

1フレーム目のデータ読み出し

(3)

SS0ERレジスタの
RIEビット

“1”

“0”

(5)

3フレーム目のデータ読み出し

(3) (4)

2フレーム目のデータ読み出し

、割り込み要求の受け付け またはプログラムで“0 。”にします 
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7.1.2 スレーブ送信

(1) SS0ERレジスタのTIEビットに“1”(送信データレジスタエンプティ割り込み許可 )、TEビッ

トに“1”(送信許可 )を設定します。このとき、SS0SRレジスタのTDREビットは“1”(SS0TDR
レジスタにデータなし )になり、送信データレジスタエンプティ割り込みが発生します。(ス
レーブ受信の (5)と同じタイミングです。)

(2) 送信データレジスタエンプティ割り込み処理内で、SS0TDRレジスタに1フレーム目のデー

タを書き込みます。このとき、TDREビットが“0”(SS0TDRレジスタにデータあり )になりま

す。
(3) 1フレーム目のデータが送受信シフトレジスタに転送されると、TDREビットが“1”になり、

送信データレジスタエンプティ割り込みが発生します。

(4) SSCK0端子にクロックが入力されると、データを送信します。

(5) 送信データレジスタエンプティ割り込み処理内で、SS0TDRレジスタに2フレーム目のデー

タを書き込みます。
(6) 2フレーム目のデータが送受信シフトレジスタに転送されると、TDREビットが“1”になり、

送信データレジスタエンプティ割り込みが発生します。
(7) 送信データレジスタエンプティ割り込み処理内で、SS0ERレジスタのTIEビットに“0”(送信

データレジスタエンプティ割り込み禁止 )、TEIEビットに“1”(送信完了割り込み許可 )を設定

します。SS0TDRレジスタに最終フレームのデータを書き込みます。

(8) 最終フレームのデータが送受信シフトレジスタに転送されると、TDREビットが“1”になりま

すが、TIEビットが“0”のため、送信データレジスタエンプティ割り込みは発生しません。

(9) 最終ビットが送出されると、TDREビットが“1”の場合、SS0SRレジスタのTENDビットが

“1”(送信完了 )になり、送信完了割り込みが発生します。

(10)送信完了割り込み処理内で、TENDビットに“0”(送信継続 )、TEビットに“0”(送信禁止 )、
TEIEビットに“0”(送信データ完了割り込み禁止 )を設定します。

図 7.2にスレーブ送信タイミング図を示します。
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図 7.2 スレーブ送信タイミング図

SSCK0端子
(注1)
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(注1)
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“L”

。この図は次の設定条件の場合です 
　・SS0MR2レジスタのSSUMSビット“0”(クロック同期式シリアル通信モード)
　・SS0MR2レジスタのBIDEビット“0”(標準モード)
　・SS0CRHレジスタのMSSビット“0”(スレーブデバイスとして動作)
　・SS0MRレジスタのCPHSビット“0”( 、奇数エッジでデータ変化 偶数エッジでデータ取り込み)
　・SS0MRレジスタのCPOSビット“0”(クロック停止時“H”)
　・SS0MRレジスタのMLSビット“0”(MSBファーストで送受信)
　・SS0MR2レジスタのCSS1～CSS0ビット“00b”(チップセレクトを使用しない)
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7.2 定数一覧

表 7.1にサンプルコードで使用する定数を示します。

7.3 変数一覧

表 7.2にサンプルコードで使用するグローバル変数を示します。

7.4 関数一覧

表 7.3に関数を示します。

表 7.1 サンプルコードで使用する定数

定数名 設定値 内容

SND 00h 送信

RCV 01h 受信

D_SBI_DATA_MAX 3 送信データサイズ

D_SBI_DATA_LAST_F D_SBI_DATA_MAX-1 最終フレームデータ判定用

ORER 0000 0100b オーバランエラーフラグのマスク値

表 7.2 グローバル変数

型 変数名 内容 使用関数

unsigned char rcv_cnt 受信カウンタ peripheral_init, 
_serial_bus_0

unsigned char f_snd_rcv 送受信フラグ peripheral_init, 
_serial_bus_0

unsigned char snd_cnt 送信カウンタ _serial_bus_0

unsigned char snd_data[] 送信データ格納用バッファ _serial_bus_0

unsigned char rcv_data[] 受信データ格納用バッファ _serial_bus_0

表 7.3 関数

関数名 概要

peripheral_init 周辺機能初期設定処理

_serial_bus_0 シリアルバスインタフェース0割り込み処理
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7.5 関数仕様

サンプルコードの関数仕様を示します。

peripheral_init

概　要 周辺機能初期設定処理

ヘッダ なし

宣　言 void peripheral_init(void)

説　明 シリアルバスインタフェースをスレーブデバイスとして使用するための設定を行いま
す。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

_serial_bus_0

概要 シリアルバスインタフェース0割り込み処理

ヘッダ なし

宣言 void _serial_bus_0(void)

説明 送受信フラグを確認し、割り込み要因の判定をします。判定した割り込み要因に対し
て、以下の処理を行います。
<送信時>

•送信レジスタエンプティ割り込み

送信するデータをSS0TDRレジスタに書き込みます。最後のデータを設定する場合

は、送信レジスタエンプティ割り込み禁止、送信完了割り込み許可を設定します。

•送信完了割り込み

送信完了割り込み禁止、送信禁止を設定します。

また、受信準備を行います。

<受信時>

•オーバランエラー割り込み

受信禁止状態にします。

•受信データレジスタフル割り込み

SS0RDRレジスタに格納された受信データを読み出します。

最後のデータを受信した場合は、受信禁止、受信割り込み禁止を設定します。

また、送信準備を行います。

引数 なし

リターン値 なし

備考
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7.6 フローチャート

7.6.1 メイン処理

図 7.3にメイン処理のフローチャートを示します。

図 7.3 メイン処理

main

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ ← 0

マスカブル割り込み許可 Iフラグ ← 1

PLLクロック設定
SetPLLClock()

周辺機能初期設定
peripheral_init()



R32C/100シリーズ
シリアルバスインタフェースを使用した送受信

クロック同期式シリアル通信モード

R01AN0101JJ0100 Rev.1.00 Page 23 of 26
2011.11.30

7.6.2 周辺機能初期設定処理

図 7.4に周辺機能初期設定処理のフローチャートを示します。

図 7.4 周辺機能初期設定処理

peripheral_init

、受信禁止 送信禁止 SS0ERレジスタ ← 00h
   REビット = 0
   TEビット = 0
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7.6.3 シリアルバスインタフェース0割り込み処理

図 7.5、図 7.6にシリアルバスインタフェース0割り込み処理のフローチャートを示します。

図 7.5 シリアルインタフェース0割り込み処理 (1/2)
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図 7.6 シリアルバスインタフェース0割り込み処理(2/2)
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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